
■第三期長崎県教育振興基本計画数値目標一覧

2.ふるさと長崎への愛情と国際社会の発展に貢はしようとする建産を育みます

平成35年度

量終日標値

1.社会の交化に主体的に関わるための資買・能力を青み、一人一人の可能性を伸ばします

(1)確かな学力の育成

小学校(国・算)

国A
国B
算
算

-2
-2
-1
-3

全国平均正

1 全国学力・学習状況調査の平均正答率

中学校 (国・数)

目A± 0
国B± 0
数A-1
数B± 0

全

2 県内公立高校卒業生 (新卒)において進学希望者数に対する進学決定率
24-28 938% 94%以上
平均

3
高校生の学習にかかる意識・実態調査において、学校の授業が「よく分かる」「だいたい分
かる」と回答した生徒の割合

26-28
平均

5179る 60%

(2)校種間違携の促進

4 小中連携による教育活動 (教育課程)の実施率 6239も

5 中高連携を実施した県立高等学校(全日制)の割合(54校中) 729る

6 高大連携を実施した県立高等学校 (全日制)の割合(54校中) 6489て,

(3)情報教育の推進

7 授業中にICTを活用して指導できる教員の割合 (4 ・ヽ中・高) 7639も 909も

8 ICTを活用して学習に取り組むことのできる子どもの割合 (小・中) 695,も 100%

9 電子黒板を活用した授業において生徒が理解できたと答える割合 (高 ) 7909心

(5)特月J支援教育の推進

10 公立の幼・小・中・高等学校における個別の教育支援計画の作成率 83!0'も 959る

11 特別支援学校高等部及び専攻科卒業者の進路希望に添つた進路実現率 96_79る 959も以上を維持

12 公立の小・中・高等学校における特別支援教育を理解している教員の割合 79_896 1009る

(6)修学支援の推進

13 「経済的理由」による中途退学者の割合
26-28

139る 10%以下
平 均

(1)ふるさと教育の推進

我が国の伝統や文化について理解と愛情のある児童生徒の割合 7629も 100%

15 郷土長崎への理解と愛情のある児童生徒の割合 1009る

16 政治や選挙に関心があり、主体的に社会参画を目指す生徒の割合 5139る 60,る以上を維持

(2)キ 9リア教育・ 贈業教育の推進

17 夢や憧れがある児童 (小学校)及び夢の実現に向けて行動している生徒 (中学校)の割合 795% 10096

18
県内高校生の県内就職率
(新規学卒者の全就職者に対する県内就職者の割合)

57796 659る

(3)グローパル化に対応した教育の推進

19 中学校卒業時に英検3級程度以上の英語力を持つ生徒の割合

高校卒業時に英検準2級程度以上の英会話力を持つ生徒の割合 791 90%以上

外国語指導助
た生徒の割合

手が参加する授業により外国語学習の意欲や外国への興味・関心が高まつ
21 90%

基 準 値
指 標  名血

施策体系

歴
策

の
展
開

基
本

的

方

向
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■第三期長崎県教育振興基本計画数値目標一覧

4.子どもの学びを支える魅力ある学校づくりを推進します

(1)生徒指導・ 教育相談体制の充実

平成35年度

最終目標値

300校

1009ね

1,470人 以下

270校

9479も

1,680人

基 準 値

年度  |

29

28

28

指 標 名

スクールカウンセラーの配置校数

いじめ解消率

不登校児童生徒数

No

38

39

40

距
策

の
展

開

1009る

10096

100%

ついて理解を深めている児童

8069る

97

9989る

4ヽ・中

高校(県立66校 (全定通))

(4)子どもたちの体験活動の推進

(5)平和教育の推進

自然体験に取り組んている小・中学校の割合

施策体系

基
本

的

方

向

3.人生をよりよく生きるための豊かな心と健やかな体を育みます

(1)遭徳教育の推進

「長崎つ子の心を見つめる教育週間」の実施に際し、企画・運営に関わつた家庭や地域人
材の1校あたりの平均人数 29人

25 いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う児童生徒の割合 100,も

(2)-1人 権教育の推進 (学校における人権教育の推進)

周囲や相手のことを思いやつて生活できている児童生徒の割
小・中 891% 100%

26

高校 (県立66被 (全定通)) 9279て, 10096

′Iヽ・中 10096 1

27 人権教育に関する被内研修の実施率

高校 (県立66校 (全定通)) 1009る 100%を維持

(2)-2人 権教育の推進 (社会における人権教育の推進)

28 人権意識が向上したと思う人の割合 50,も

29 人権・同和教育指導者登録者のうち活動者の割合 6096 6596

(3)子ども読書活動の推進

30 児童生徒の不読者率(1か月に本を1冊も読まなかった者の割合)
4ヽ

中
高

0196
1196
11996

196以
196以
1296以

(4)子 どもたちの文化芸術活動の推進

31 子ども県展への応募率 7409る 759て)以上

(5)体力の向上と学校体育の推進

32 全国体力・運動能力～運動習慣等調査における全国平均以上の種目 20種目
全種目
(34種日)

33「体育の授業で運動のやり方やコツがわかった」児童生徒の割合 88.9鴨 909る

中 163% 100%
公立中・高等学校において、中学校で週2日 以上、高等学校
で週1日以上の休養日を設定している運動部の割合

高校 640,6 100,も

(6)健康教育の推進

15歳児の永久歯平均むし歯数 1 122本 以下

(7)食育の推進と学校崎食の充実

に食育推進を位置付けている学校の割合 7669る

37 人的ミスによる食物アレルギー事案の発生件数 1件

10096
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■第三期長崎県教育振興基本計画独値目標一覧

平成35年度

最終目標値

0ワも

100,も

1009る

1001吏

9596,火」L

959も以上を維持

54万人以上を維持

90%

90%以上を維持

3,500人

(21市町)

34以上

939る

99296

85。 29も

0件

13校

4289る

989る

9679る

975,も

541,300人

9396

3,260人

676件

173%

4379る

244立

34

基 準 値

28

28

28

28

29

28

28

28

28

平 均

26-28

28

28

28

29

28

26

29

28

指 標 名

県立学校における超過勤務が月100時間を超える教職員の割合

校務の負担軽減が図られた学校の割合

関係機関や地域の団体、PTA等と連携して、登下校時の見守り活動をしている学校の割

児童生徒に対し防犯教室を実施している学校の割合

学校施設の保全不備による事故発生件数(県立)

コミュニティ・スクールを設置する学校数

「子どもへのメッセージ」の実現に向け、学校・家庭・地域が一体となつて取組を行つたと自
己評価する学校区の割合

子どもたちにとって豊かで有意義な環境づくり
価する「地域子ども教室」の割合

に機能していると指導者・関係者が自己評

研修会の内容を、今後のPTA活動に活かすと回答した参加者の割合

ながさき県民大学 (主催講座)における受講者の満足度

ながさき県民大学の受講者数

県立図書館が行う市町立図書館支援に対する市町立図書館の満足度

公民館職員等研修会及び県公民館大会～県社会教育研究大会参加者における満足度

社会教育関係者の資質向上を図る研修会受講者数

国や県の指定、選定、登録となった文化財の数

祭りや演奏会など地域文化や伝統芸能を活かしたイベンHこ出演または参加した人の割

県美術館・長崎歴史文化博物館の本展・移動展や遠隔授業等の実施市町数

運に1回以上スポーッをする県民の割合

国民体育大会の順位 (国民体育大会総合成績[天皇杯順位])

学校評価 (自 己評価)の評価数値(4段階評価 )

No

41

42

43

45

46

47

48

49

52

53

54

55

56

57

58

59

60

策

の
展
開

(3)教贈員の多忙化解消に向けた取組の推進

(4)子どもの安全確保対策の推進

(5)女全で快適な学校施設の整備

(1)学校・家庭・地域が連携・ 協倒して子どもを育む環境づくりの推進

(2)家庭教育支援の充実

(1)県民が生きがいを持って学ぶことができる学習環境の整備

(2)社会教育の充実・ 活性化

(1)文化財の保存・ 活用と伝統文化の経承及び世界遺産・ 日本遺産の情報発信

(2)-1県民の文化芸術活動の推進 (鑑賞・成果発表の提供)

(2)-2県民の文化芸術活動の推進 (美術館・ 博物館の活用)

(3)生涯スポーツの推進

(4)競技スポーツの推進

(1)魅力ある私学教育の推進

施策体系

本

的

方
向

5_学校・家庭・地城が連携・協働し、構がかりで子育て等の課題に取り組む活力ある地増づくりを推進します

6.生選を通じて学び続けることができる環境づくりを推進します

7.人生や地域に潤いと賑わいをもたらす文化・スポーツ活動を推進します

8.魅力ある私立学校づくりを支援します
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用 語 解 説

[ア 行 ]

◇IoT

【Intemet Of Things(モ ノのインターネット)の

略称】世の中の様々なモノをインターネットに接

続し、ネットワーク化する技術。

◇ICT

【Infoェ lttlatiOn and Communication Technology

の略称】情報・通信に関する技術の総称。

◇安全管理マニュアル

学校における安全管理の充実を図るため、

各学校で作成するマニュアル。

◇アントレプレナーシップ

企業家 (起業家)精神のこと。問題意識を

持ち、新しいことに挑戦することで組織や社

会をよりよく変革 していける人材の育成を

目指すもの。

◇生きる力

変化の激しいこれからの社会を生きるため

に必要となる確かな学力、
・
豊かな心、健やかな

体の知・徳 。体のバランスの取れていること。

◇インターンシップ

生徒、学生が、自らの将来の進路を見据えて、

企業等において一定期間就業体験や研修などを

行うこと。

◇ SNS

ノーシャアレネットワーキングサービス

(Social Networking Ser五 ce)の略称。

登録した利用者同士が交流できるVebサ

イ トのサービスのこと。

◇親子体方向上実践セミナー

地域の指導者を派遣して、親子で一緒に運

動したり、家庭でも簡単に取り組むことがで

きる遊びや運動の紹介を行 うなど、子供の体

力向上に対する関心や運動への意欲を高め

ることをねらいとしたセミナー。

[力 行 ]

◇外国語指導助手

小中高校の英語の授業において日本人教

師を補助 している英語を母国語とする外国

人。 ALT(Assistant Language Teacher)と

も呼ばれる。主に国が実施する「語学指導等

を行 う外国青年招致事業」(通称・JETプログ

ラム)において招致される。

◇学習指導要領

全国的に一定の教育水準が確保されるよ

う、文部科学省が学校教育法に基づき、各学

校で教育課程 (カ リキュラム)を編成する際

の基準を定めたもの。

小学校、中学校、高等学校等ごとに、それ

ぞれの教科等の目標や大まかな教育内容を

定めている。

◇学力の3要素

学校教育法 30条 2項から、「知識・技能」
「思考力・判断力・表現力」「主体性を持つ

て多様な人々と協働 して学ぶ態度」の 3つを

学力の 3要素と呼ぶ。
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◇学校支援会議

一学校区の学校・家庭 。地域の代表者が集

い、学校の教育目標や地域で育む子ども像や

目指す地域像などを共有しながら、その実現

に向けて連携・協働するための仕組み。本県

では全ての公立小学校と中学校に設置済み。

◇学校保健委員会

学校における子どもたちの健康に関する

課題を研究協議し、健康づくりを推進するた

めに、教職員の他に学校医、学校歯科医、学

校薬剤師、保護者代表、児童生徒、地域の保

健関係機関の代表などで構成される委員会。

◇カリキュラム・マネジメント

各学校が設定する教育目標を実現するた

めに、子どもたちの姿や地域の実情等を踏ま

えた上で、学習指導要領等に基づき教育課程

を編成し、それを実施・評価し改善すること。

◇がんばらんば体操

県民の健康・体力づくりを図り、県民の機

運を醸成するため、平成 19年に、さだまさ
し氏の「がんばらんば」の曲をモチーフに創

作した県民体孔

◇記述式問題

自分で解答を考えて記述させる形式の

問題をいう。2020年度年度から実施され
る新しい「大学入学共通テス ト」において、

従来のマークシー ト方式に加え、新たに国

語と数学で導入される。2024年度からは

地歴・公民・理科等でも導入予定。

◇キヤリア教育

一人一人の社会的・職業的自立に向け、必

要な基盤となる能力や態度を育てることを

通して、キャリア発達を促す教育。

◇教育基本法第17条第2項

地方公共団体は、国の教育振興基本計画を

参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公

共団体における教育の振興のための施策に

関する基本的な計画を定めるよう努めなけ

ればならない。

◇勤務評価制度

教職員一人ひとりの実績や能力等を適正

に評価し、更なる意識改革や資質能力の向上

を図るために、校長等の評価者が教職員の職

務全般を観察し、評価基準等に基づき客観的

に評価を行 う制度。

◇グローバル化

人、物、情報の国際的移動の活性化により、

「国境」の意義が曖味になるとともに、各国

が相互に依存し、国際社会の動向を無視でき

なくなつている現象。グローバル化の進行に

より、国籍に関係なく、多様な人々と共存し

ながら、自己の能力を発揮し貢献していくこ

とが求められる。

◇経営コンサルタント

企業や官庁、病院、学校などの非営利組織

の依頼に基づいて,経営の実態を調査し,問

題を診断し,具体的改善方法を助言・勧告す

ることを独立の専門職業とする者。

◇高大接続改革

社会構造が急速に変革する中で、新たな価

値を創造していく力の育成が求められるこ

とから、「高等学校教育」と「大学教育」、

そしてこれらを接続する「大学入学者選抜」

を連続した一つの軸として、一体的な改革

(高大接続システム改革)に取り組むもの。
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◇交流及び共同学習

障害のある子どもと障害のない子どもが、

各教科等の学習や行事などの活動を一緒に

行い、相互の理解を深め、社会性や豊かな人

間性を育む学習活動。

◇ココロね つこ運 動

子どもの心の根つこを育てるために大人

のあり方を見直し、子どもの健やかな成長を

促すための活動や取組のことで、長崎県独自

の県民運動。

◇心のノート長崎県版

道徳教育推進を図るため、文部科学省作成

の「,いのノー ト」に加え「Jいを育てる道徳教

材集」「長崎つ子に贈る50の話」「情報モラ
ル指導教材及び トラブル対応マニュアル」で

構成された道徳教材。小学校低。中。高学年、

中学校用に分かれている。

◇子ども県展

県内小。中学生の優秀作品を展示する美術

作品展。絵画・版画・デザイン・立体の4部

門で作品を募集。長崎県美術館で行う総合展

と、離島を含む県内 2カ所で巡回展を開催。

◇子ども日子育て支援新制度

消費税率引き上げによる増収分を活用し、

すべての子ども。子育て家庭を対象に、幼児

教育・保育、地域の子ども。子育て支援の質

と量の拡充を図り、社会全体で子どもの育ち、

子育てを支える制度。

◇個別の教育支援計画

障害のある幼児児童生徒一人一人のニー

ズを把握し、関係機関と連携して長期的な視

点で支援していくという考えのもと、幼稚園

や学校が中心となって作成 している的確な

教育を行 うための計画。

◇コミュニティロスクール

地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第 47条の 5の規定により、保護者や地域

住民等から構成される学校運営協議会を設

置し、保護者や地域住民等が一定の権限と責

任を持つて学校運営の基本方針を承認 した

り、教育活動について意見を述べたりできる

仕組みを持つ学校のこと。

[サ 行 ]

◇支援籍ガイドブック

特別支援学校に在籍する児童生徒と居住

する地域の児童生徒との交流及び共同学習

が積極的に取り組まれるように、実施のため

に必要な基本事項や事務手続き、取組の事例

などをまとめたもの。

◇自己肯定感

自分のあり方を積極的に評価できる感情、

自らの価値や存在意義を肯定できる感情な

どを意 味す る言葉 です 自尊感 情 (Ser
Esteem)、 自己存在感、自己効力感などの言

葉とほぼ同じ意味合いで使われている。

◇自己評価

学校評価の基本となるものであり、当該学

校の全教職員が参加 し、設定した目標に照ら

し、その達成に向けた取組の適切さについて、

評価するもの。

◇持続可能な開発のための教育(ESD)

Education for Sustainable Development

の略。環境、貧困、人権、平和、開発といつ

た現代社会の課題を自らの問題 として捉え

て、身近なところから取り組むことにより、

それ らの課題の解決につながる新たな価値

観や行動を生み出すための教育。
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◇持続可能な社会

エネルギーと資源が自給自足される社会

のことであり、エネルギーや資源 (特に石油

などの化石燃料)の使用や廃棄物を減らし、

環境再生を最優先する方向今の社会経済の

転換を表す包括的な用語。

◇事務の共同実施

市町立小中学校における事務処理を複数

の学校の事務職員が共同で行うことにより、

事務の適正化や効率化を図り、教員の事務負

担の軽減、事務職員未配置校の業務支援等、

学校の活性化を図る取縄

◇就学支援金制度

家庭の教育費負担の軽減を目的として公

立高等学校の授業料無償化に伴い、私立高等

学校等の生徒に姑し、授業料に充てるために

就学支援金として一定額を助成する制度。

◇習熱度別学習

児童生徒の習熟の程度に応 じて複数の学

級をいくつかのグループに編成すること、ま

たは、同じ学級内で複数のコースを設定し、

指導することにより、個に応じた指導を実践

しようとする学習形態。

◇主権者教育

新たに有権者 となる若い人たちの政治や

選挙への関心を高め、政治的教養を育む教育

のこと。選挙や政治の仕組みといつた知識に

とどまらず、主権者として社会の中で自立し、

他者 と連携 しながら社会を生き抜く力やさ

まざまな課題を解決する力を身につけさせ

ることを目的としている。

◇主体的・対話的で深い学び

アクティブ・ラーニングの視点を取り入れ

た学びのあり方を示すことばで、新学習指導

要領で規定された。これからの時代にふさわ

しい授業の方向性を表すものとして位置づ

けられている。学校教育における質の高い学

びを実現するとともに、学習内容の深い理解

と、生涯にわたって能動的に学び続ける意欲

や態度の育成を目指すものである。

◇生涯学習情報提供システム (ながさきまなび

ネット)

生涯学習に関する多様な情報をホームペ

ージで紹介するシステム。

◇情報モラル

情報社会で適正に活動するための基とな

る考え方や態度のこと。

◇人事評価制度

学校組織の活性化 と教職員の更なる意識

改革や資質能力の向上を図るため、職員の勤

務実績を評価し、その結果を人事配置や研修

に生かしていく制度で、「目標管理制度」と

「勤務評価制度」の 2通 りからなる制度。

◇人生100年時代

健康寿命が高齢化 し、個人が平均的に

100歳 前後まで生存することが可能にな
つた時代のこと。

◇ストレスチェック

「労働安全衛生法」により、メンタルヘル

ス不調を未然防止することを主な目的とし

て、職員数 50人以上の事業所に実施が義務
付けられた制度。

ス トレスに関する質問票に労働者が記入

し、自分のス トレスがどのような状態にある

のかを調べる簡単な検査。
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◇スクールカウンセラー

いじめや不登校など、様々な悩みをもつ児

童生徒の心の問題に対応するために、学校に

配置される臨床心理士等の資格を有する専

門家。

◇スクールソーシャルワーカー

教育分野に関する知識に加えて、社会福祉

等の専門的な知識 。技術を有する者で、児童

生徒の生活環境上の問題に姑して、福祉機関

等と連携し、福祉的なアプローチにより課題

解決を支援する専門家。

◇性的マイノリティ

こころの性とからだの性が一致しない、

あるいははっきりしない トランスジエンダ

ー (性同一性障害の人を含む)や、同性愛者、

両性愛といつた人たちの総称。

◇Society5.0(ツサエティ5.0)

IoT(Internet of Things)、 ロボット、

人工知能 (AI)、 ビッグデータ等の新たな技

術をあらゆる産業や社会生活に取り入れて

イノベーションを創出し、一人一人のニーズ

に合わせる形で社会的課題を解決する新た

な社会。

◇全国学力巨学習状況調査

文部科学省が、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と

課題を検証 しその改善を図ることを目的に

小学校 6年生と中学校 3年生を対象に実施

する学カテス ト。

◇全国体力口運動能力運動習慣等調査

文部科学省が全国的な子どもの体力の状

況について詳細な把握・分析を行 うことを目

的として、小学校第 5学年及び中学校第 2学

年を姑象に実施する調査。

◇総合型地域スポーツクラブ

学校や社会体育施設等を拠υ煮として、子ど

もから高齢者まで、地域住民の誰もが、気軽

に複数のスポーツに親 しむことができる多

種目・多世代型のスポーツクラブ。

[夕 行 ]

◇大学入試改革

知識量だけでなく思考力や判断力、表現力

などを問う入試を目指し、2013年に政府の

教育再生実行会議で本格的な議論が始まり、

約 30年間続いた「大学入試センター試験」
に代わり、新たに「大学入学共通テス ト」が

導入されることになうた。2018年度の高校
1年生からが対象となる。国語と数学で記述

式問題が導入されるとともに、英語では「読

む・書く・聞く。話す」の 4技能の評価のた

め民間の資格検定試験を活用することなど

が決まっている。また、これまでのAO入試、
推薦入試、下般入試はそれぞれ、「総合型選

抜」「学校推薦型選抜」「一般選抜」となり、

「学力の 3要素」を多面的・総合的に評価す

る入試制度となる。

◇体方向上アクションプラン

全国体力 。運動能力、運動習慣等調査結果

の分析から自校の課題 と課題に対応 した取

組を明確にし、子どもの体力向上に向けて、

学校全体で共通 して実践 していくための計

画。

◇体方向上支援委員会

全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

の分析から、県内の子どもの体力向上への学

校における取組の改善に資する方策を提案

するために、教育委員会関係者、学校関係者

及び学識経験者等で構成される委員会。
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◇確かな学カ

基礎的・基本的な知識や技能はもちろんの

こと、これに加えて、学ぶ意欲や自分で課題

を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動

し、よりよく問題解決する資質や能力等まで

含めた学力のこと。

◇多面的・総合的評価

大学入試改革で求められる評価のあり方。

知識偏重の学力試験による選抜だけでなく、

「学力の 3要素」をバランスよく測ることが

求められている。選抜のあり方としては、こ

れまでの40入試、推薦入試、一般入試はそ
れぞれ、「総合型選抜」「学校推薦型選抜」「一

般選抜」に変わり、生徒が能動的・主体的に

取り組んだ多様な活動 (生徒会活動、部活動、

インターンシップ、ボランティア、海外留学、

文化 。芸術活動やスポーツ活動、大学や地域

と連携 した活動等)も評価の対象とされる。

◇タブレットPC
平板状の形でタンチパネル式などの表

示・入力部を持った携帯可能なパーゾナルコ

ンピュータ。

◇多目的トイレ

車いす使用者が利用できる広さや手す り

などに加えて、オス トメイ ト (人工肛門等保

有者)対応の設備、おむつ替えシー トなどを

備えることで、車いす使用者だけでな、高齢

者、内部障害者などの多様な人が利用可能と

した トイレ。

◇地域学校協働活動

地域のめざす子どもの姿を実現するため

に、幅広い住民等の参画を得て、学校と地域

が連携 して行 う学習支援や地域清掃などの

多様な活動。

◇地域子ども教室

放課後や週末等に学校等を活用して、子ど

もたちの安全・安心な活動拠 J煮 (居場所)を

設け、地域の方々の参画を得て、子どもたち

に学習や様々な体験 。交流活動の機会を定期

的・継続的に提供するもの。

◇知識基盤社会

「新しい知識 。情報 。技術が政治 。経済・

文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動

の基盤として飛躍的に重要性を増す社会」の

ことで、中央教育審議会答申で示された言葉。

◇中1ギャップ

小学校から中学校への進学において、新し

い環境での学習や生活へ移行する段階で、不

登校等の生徒指導上の諸問題が発生する現

象のこと。

◇通級による指導 (通級指導教室)

小 。中。高等学校の通常の学級に在籍して

いる児童生徒の中で、障害により特別な配慮

や姑応が必要な児童生徒に、一定時間、障害

に応じた特別な指導を特別な場 (通級指導教

室)で行 うこと。

◇ティーム・ティーチング

複数の教師が一つの学級や学年の学習指

導を協同して行う授業形態。

◇デジタルコンテンツ

文章、画像、映像、音楽などの作品がデジ

タルデータ化され、データの状態のまま消費

者に提供されているもの。

◇電子黒板

コンピュータの画面上の教材をスクリー

ン又はディスプレイに映し出し、それらの上

で直接操作して、文字や絵の書き込みや移動、

拡大・縮小、保存等ができる機器。
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◇出前型研修

教育センターの指導主事を派遣し、研修講

座で用いる資料等を活用して、県内の学校等

での研修に対する支援を行 うこと。

◇特別支援学級

障害の比較的軽い児童生徒のために、小中

学校に障害の種別ごとに設置される少人数

の学級。

弱視、難聴、知中障害、肢体不自由、病弱・

身体虚弱、言語障害、自閉症・情緒障害の学

級がある。

◇特別支援学校のセンター的機能

特別支援学校の高い専門性を生かし、地域

の小 。中学校等からの要請に応じて、特別な

支援が必要な児童生徒等の教育に関し必要

な助言又は援助を行 うこと。

◇特別支援教育コーディネーター

各学校における児童生徒への適切な支援

のため、保護者や関係機関に紺する学校の窓

日として、また、学校内や福祉・医療等の関

係機関との連絡調整を担 う者。

◇国喜ポランティア

子どもたちに本の読み聞かせをしたり、図

書室の装飾や本の整理や修理など環境整備

をしたりするボランテイア。

[ナ 行 ]

◇長崎県 教員等としての資質の向上に関す

る指標

教員等が高度専門職としての職責、経験及

び適性に応 じて身に付ける資質を示 したも

ので、教員等の資質の向上を図る際の目安で

あり、更に高度な段階を目指す手がかりとな

るもの。教諭等・養護教諭・栄養教諭・校長

等について定めている。

◇長崎県高等学校文化連盟

県内高等学校及び高等部を置く特別支援

学校における文化活動の健全な発展を図る

目的で設立された組織。

◇長崎県スポーツコミッション

長崎県の地域活性化のため、スポーツ合

宿・スポーツ大会の誘致活動やスポーツ管理

運営業務等の人材を育成することを主な業

務とする団体で、市町、観光団体、競技団体

などで構成される。

◇長崎県中学校文化連盟

県内中学校及び中学部を置く特別支援学

校の文化的活動の振興 。発展を図る目的で設

立された組織。

◇ながさき県民総スポーツ祭

平成 23年度から開催され、誰もが楽しさ
や喜びを体験したり、実践したりしながら参

力日できる「県民体育大会」と「県民スポーン

レクリエーション祭」を柱とした総合的なス

ポーツ大会。

◇ながさき県民大学

県民の学習活動サポートのために、市町の

イベント・公民館講座等を紹介する取縄

◇長崎県立高等学校改革基本方針

県立高校における改革の方向性を示 した

もの。現在の第二期基本方針 (H23～H32
年)により、社会のニーズや生徒数の減少な

ど教育を取 り巻く乗境の変化にも配慮 しな

がら、より効果の上がる教育実践が展開でき

るように、学科の在 り方や教育内容の見直し

を行 う。
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◇長崎つ子さわやか運動

長崎県内全ての公立学校で、児童生徒の公

共の精神や社会性・規範意識を高めるために

「さわやかなあいさつ」「さわやかな返事」

「さわやかなマナー」「さわやかな服装」の

4つを合言葉に、あいさつ運動やボランティ

ア活動など各学校の実態に応 じて行 う取組。

◇長崎つ子に贈る50の話

子どもたちに憧れや将来への志を持たせ

ることをねらいとして、本県に縁のある方々

の伝記やエピノー ドを50選集めた資料。

◇長崎つ子の心を見つめる教育週間

長崎県のすべての公立学校で、5月 から7

月の間のいずれかの 1週間を「長崎つ子の心

を見つめる教育週間」として、教育活動を公

開し、保護者や地域のみなさんと子どもたち

との交流を図る取組。

◇長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産

キリス ト教が禁 じられている中で長崎と

天草地方において日本の伝統的宗教や一般

社会と共生しながら信仰を続けた潜伏キリ

シタンの信仰継続にかかわる伝統のあかし

となる遺産群で、2県 6市 2町にまたがる 1

2の構成資産からなる。

◇ながさきファミリープログラム

本県が平成 22年度に作成 した参加型の
親育ち学習プログラムで、グループ学習によ

り親同士が交流し、支え合 う関係を築き、ま

たネットワーク構築を目指す。

◇24時間子供SOSダイヤル (親子ホットライ
ン)

いじめ等に悩む児童生徒が一人で悩みを

かかえて苦しまないように、24時間相談で
きる電話相談窓口。

◇認定こども園

幼稚園、保育所等のうち、就学前の子ども

に幼児教育・保育を提供する機能と地域にお

ける子育て支援を行う機能を備えているも

のとして、県知事が認定した施設及び幼保連

携型認定こども園。′

[ハ 行 ]

◇発達障害

自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎

性発達障害、学習障害 (LD)、 注意欠陥多動

性障害 (ADHD)その他これに類する脳機能の

障害であつて、その症状が通常低年齢におい

て発現するもののうち、言語の障害、協調運

動の障害、心理的発達の障害並びに行動及び

情緒の障害。

◇非構造部材

建物の構造体 (骨格)以外の屋根や外壁、
天丼材や建具、照明器具、窓枠などのこと。

◇非行防止教室

子どもが社会のきまりを守り、社会的に自

立できるように育成することや、危険回避能

力を育成すること及び学校が安全で安心し

て学べる場所であるような環境づくりを行

う学習。

◇PDCAサイクル

実態把握を踏まえた目標を設定し、それを

達成するために「計画 (Plan)」 を立て、「実

行 (Do)」 します:一定期間経過後、期待さ

れる変容が得られたかどうか「点検 (Check)」

し、「改善 (Action)」 を行 うサイクルのこ

と。

139



◇フアシリテーター

会議や ミーティングなどが円滑に進むよ

うに参加者に言葉かけや助言を行い、相互理

解や合意形成に向けて深い議論がなされる

よう調整する役割を負つた進行役。

◇フィットネスチャレンジ

子どもの運動習慣を高めるために、記録挑

戦型のチャレンジ部門と全員達成型のフィ

ントネス部門を設け、学級で種目を選択して

運動に取り組み、その記録をⅦ弱上で登録し

てランキングを競い合うもの。

◇不登校児童生徒

何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社

会的要因・背景により、登校しない、あるい

は登校したくてもできない状況にあるため

年間30日 以上欠席した者のうち、病気や経

済的な理由による者を除いたもの。

◇服務規律委員会

教職員による不祥事を防止するための各

学校で行われる会議。職場での不祥事防止姑

策を教職員一人ひとりが自らの問題 として

受け止めるとともに、自らを律するための校

内 (所属内)研修を実施する。

◇フッ化物洗ロ

フッ化物水溶液を用いて「ブクブクうが

い」を行い、歯のエナメル質表面にフン化物

を作用させ歯の表面を丈夫にし、虫歯を予防

する方法。

◇「プラス1」推進運動

教職員が一人ひとりの子どもと向き合 う

時間を十分に確保し、やりがいや充実感を感

じることができる職場環境づくりを進める

ために、各学校における業務の効率化と縮減

に向けた取組を推進する運動。

◇併設型中高一貫教育校

同一の設置者による中学校と高等学校を

接続して、中高一貫教育を行う学校。

◇放課後児童クラブ

労働等により保護者が昼間家庭にいなヤ|ヽ

児童に対し、授業の終了後に適切な遊び及び

生活の場を提供するもの。      |

◇防災教育

児童生徒が様々な災害発生時における危

険について理解し、正しい備えと適切な行動

がとれるようにすることをねらいとして実

施される教育活動。

◇ホストタウン制度

東京 2020オ リンピック 。パラリンピック

競技大会の開催により、海外から多くの選

手・観客などが来訪することを契機に、大会

の開催効果を全国津々浦々まで波及させ、地

域の活性化等を推進するため、事前キャンプ

の誘致等を通 じ、大会参加国・地域 との人

的・経済的 。文化的な相互交流を図る地方公

共団体を、国が登録する制度。

[マ 行 ]

◇明治日本の産業革命遺産 製鉄 i製鋼、造

船、石炭産業

重工業 (製鉄・製鋼、造船、石炭)分野に
おいて、1850年 代から1910年 の半世
紀の間で西洋の技術が移転され、日本の伝統

文化と融合し、実践と応用を経て産業システ

ムとして構築される産業国家形成への道程

を時系列に沿つて証明している産業遺産で、

8県 11市にまたがる23の構成資産から
なる。
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◇メディア安全指導員

子どもたちを取り巻くインターネットや

携帯型ゲームなどのメディアの現状、危険性

や対処法等を身近な地域で指導する県が養

成した地域の指導員。

◇メール相談窓ロ

いじめ、不登校、友人関係、学業などの子

どもが抱える悩みについて、気軽に相談する

ことができるよう、電子メールによる相談窓

口を設置。

◇免許外教科担任

学校で、ある教科の免許を持つ教員がいな

い、もしくは不足する場合に、県教育委員会

に許可を受け、他教科の教員が免許外の教科

を教えることができる制度。

◇目標管理制度

教職員の自主的な能力開発を促進し、教育

活動に取り組む意識を高めるために、教職員

が年度当初に自己目標を設定し、その達成に

向けて取り組んだ結果を年度末に自己評価

する制度。

◇文部科学省インフラ長寿命化計画

学校施設等の長寿命化に向けた各設置者

(県・市町村等)における取組を推進するた

めの文部科学省としての行動計画。

[ヤ 行 ]

◇ユネスコスクール

平和や国際的な連携を実践し、地球規模の

諸問題に若者が対処できるような新 しい教

育内容や手法の開発 。発展を目指す、ユネス

コに加盟を承認された学校。

◇幼保連携型認定こども国

義務教育及びその後の教育の基礎を培 う

ものとしての満 3歳以上の子どもに姑する

教育並びに就学前の保育を必要とする子ど

もに対する保育を一体的に行い、これらの子

どもの健やかな成長が図られるよう適当な

環境を与えて、その心身の発達を助長すると

ともに、保護者に対する子育ての支援を行 う

ことを目的として県知事等が認可した施設。

[ラ 行 ]

◇レファレンス

利用者の求めに応じて、図書館職員が情報

や資料を検索・提供し、調査 。研究を支援す

ること。

◇労働安全衛生活動

労働安全衛生についての委員会等を設置

し、方針を策定、職場の状況を確認、管理計

画を立てて、その実施状況を確認することに

より、労働者の安全と衛生の向上を図る活動。

[ワ 行 ]

◇ワークロライフツ ラ`ンス

「仕事と生活の調和」と訳される。その目

的はワーク (仕事)と ライフ (生活)を うま

く調和させ、相乗効果を及ばし合う好循環を

生み出すこと。
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